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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その結合が既設定された範囲の方位に対するアンテナのように見られるように各々互い
に異なる指向性を有する多数のミリ波アンテナを含む送信機が、少なくとも一つのミリ波
アンテナを備えた受信機と信号を送受信する方法であって、
　前記含まれた多数のミリ波アンテナのうち選択可能なアンテナの数と送信アンテナの切
り替えの可否を決定するための基準値を多重送信アンテナモード情報で前記受信機に送信
する段階と、
　前記多重送信アンテナモード情報に含まれた基準値より受信信号の測定ＳＮＲが小さい
場合にのみ、前記受信機から提供されるアンテナスイッチング指示子を受信する場合、前
記多数のミリ波アンテナのうち既存と異なる指向性のミリ波アンテナを選択する段階と、
　前記受信機が既設定された複数の領域のうち受信信号の測定ＳＮＲが属する領域の値を
インデックスとして生成及び伝送する変調モードインデックスを前記スイッチング指示子
と同一であるかまたは異なるチャネルを介して受信し、現在チャネル状態による変調モー
ドで信号を伝送する段階と、を含むことを特徴とする信号送受信方法。
【請求項２】
　前記受信機が提供する変調モードインデックスは、前記受信機により受信された信号の
ＳＮＲが、変調モードの決定のための境界値、γＴn（ここで、ｎ＝Ｎ、Ｎ－１、…、２
）と比較して、前記ＳＮＲがγＴn+1より小さく、γＴnより大きい場合、ｎに決定される
ことを特徴とする、請求項１に記載の信号の送受信方法。
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【請求項３】
　少なくとも一つのミリ波アンテナを備えた受信機が、その結合が既設定された範囲の方
位に対するアンテナのように見られるように各々互いに異なる指向性を有する多数のミリ
波アンテナを含む送信機と信号を送受信する方法であって、
　前記送信機から、前記含まれた多数のミリ波アンテナのうち選択可能なアンテナの数と
送信アンテナの切り替えの可否を決定するための基準値を多重送信アンテナモード情報で
受信する段階と、
　前記受信された多重送信アンテナモード情報の基準値より前記送信機から受信される信
号のＳＮＲが小さい場合、他の指向性のアンテナを選択するように指示するアンテナスイ
ッチング指示子を前記送信機に提供する段階と、
　前記送信機から受信される信号のＳＮＲ測定を通じて既設定された複数の領域のうち前
記測定ＳＮＲの属する領域の情報をインデックスとする変調モードインデックスを前記ス
イッチング指示子と同一であるか異なるチャネルを通じて前記送信機に伝送する段階と、
を含むことを特徴とする信号送受信方法。
【請求項４】
　前記受信機は、前記送信機から受信した信号のＳＮＲが、変調モードの決定のための境
界値、γＴn（ここで、ｎ＝Ｎ、Ｎ－１、…、２）と比較して、前記受信信号のＳＮＲが
γＴn+1より小さく、γＴnより大きい場合、前記変調モードインデックスをｎに決定され
ることを特徴とする、請求項３に記載の信号の送受信方法。
【請求項５】
　複数のミリ波アンテナを備えた送信機による信号送受信方法であって、
　アンテナ切り替えのための基準値の情報を受信機に送信し、
　前記複数のミリ波アンテナの一つである送信アンテナを介して第１の信号を前記受信機
に送信し、
　前記送信アンテナ切り替えを要求するアンテナスイッチング指示子を前記受信機から受
信し、
　前記アンテナスイッチング指示子に応じて前記送信アンテナを切り替え、
　切り替えたアンテナを介して第２の信号を前記受信機に送信し、
　当該送信機は、前記ミリ波に基づくワイアレス・パーソナル・エリア・ネットワーク（
ＷＰＡＮ）システムに適用されて、前記第１の信号の信号対雑音比（ＳＮＲ）が前記基準
値より小さい場合に、前記アンテナスイッチング指示子を受信することを特徴とする信号
送受信方法。
【請求項６】
　前記複数のアンテナの数の情報を前記受信機に送信する工程を更に含むことを特徴とす
る請求項５に記載の信号送受信方法。
【請求項７】
　複数のミリ波アンテナを備えた送信機と無線チャネルを介して接続された受信機による
信号送受信方法であって、
　アンテナ切り替えのための基準値の情報を前記送信機から受信し、
　前記複数のミリ波アンテナの一つである送信アンテナを介して第１の信号を前記送信機
から受信し、
　前記送信アンテナ切り替えを要求するアンテナスイッチング指示子を当該受信機から受
信し、
　前記第１の信号の信号対雑音比（ＳＮＲ）を測定し、
　前記測定されたＳＮＲと前記基準値とを比較し、
　前記比較の結果として、前記測定されたＳＮＲが前記基準値より小さい場合に、前記送
信アンテナ切り替えを要求するアンテナスイッチング指示子を前記送信機に送信し、及び
　前記送信機における切り替えたアンテナから送信された第２の信号を受信し、
　当該受信機は、前記ミリ波に基づくワイアレス・パーソナル・エリア・ネットワーク（
ＷＰＡＮ）システムに適用されることを特徴とする信号送受信方法。
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【請求項８】
　前記複数のアンテナの数の情報を受信する工程を更に含むことを特徴とする請求項７に
記載の信号送受信方法。
【請求項９】
　ミリ波に基づくワイアレス・パーソナル・エリア・ネットワーク（ＷＰＡＮ）システム
において信号を送信する送信機であって、
　制御部と、送受信機と、複数のミリ波アンテナと、を含み、
　前記送受信機は、当該送受信機を用いてアンテナ切り替えのための基準値の情報を受信
機に送信し、当該送受信機を用いて前記複数のアンテナの一つである送信アンテナを介し
て第１の信号を前記受信機に送信し、当該送受信機を用いて前記送信アンテナ切り替えを
要求するアンテナスイッチング指示子を前記受信機から受信し、前記制御部を用いて前記
アンテナスイッチング指示子に応じた前記送信アンテナを切り替え、及び切り替えたアン
テナを介して第２の信号を前記受信機に送信し、
　前記送受信機による前記アンテナスイッチング指示子の受信は、前記第１の信号の信号
対雑音比（ＳＮＲ）が前記基準値より小さい場合に行われることを特徴とする送信機。
【請求項１０】
　更に、前記送受信機を用いて前記複数のアンテナの数の情報を前記受信機に送信するこ
とを特徴とする請求項９に記載の送信機。
【請求項１１】
　ワイアレス・パーソナル・エリア・ネットワーク（ＷＰＡＮ）システムにおいて複数の
ミリ波アンテナを備えた送信機からの信号を受信する受信機であって、
　制御部と、送受信機と、を含み、
　前記送受信機を用いてアンテナ切り替えのための基準値の情報を前記送信機から受信し
、前記送受信機を用いて前記複数のミリ波アンテナのうちの一つである送信アンテナを介
して第１の信号を前記送信機から受信し、前記制御部を用いて前記第１の信号の信号対雑
音比（ＳＮＲ）を測定し、前記制御部を用いて前記測定したＳＮＲと前記基準値とを比較
し、前記比較の結果として前記測定されたＳＮＲが前記基準値より小さい場合に前記送受
信機を用いて前記送信アンテナ切り替えを要求するアンテナスイッチング指示子を前記送
信機に送信し、前記送受信機を用いて前記送信機の切り替えたアンテナから送信される第
２の信号を受信し、
　ミリ波に基づく前記ＷＰＡＮシステムに適用されることを特徴とする受信機。
【請求項１２】
　更に、前記複数のアンテナの数の情報を受信することを特徴とする請求項１１に記載の
受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システムにおける信号の送受信方法及び装置に関する。特に、送信機の
送信アンテナが多数である通信システムにおいて送信アンテナの経路を選択し、これによ
り適応変調方式を適用して信号を送受信する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代移動通信システムは、移動端末に、大容量のデータを高速に送受信することがで
きるサービスを提供するための移動通信システムの形態に発展していきつつある。ところ
が、移動通信システムの無線チャネル環境は、有線チャネル環境とは異なり、多重経路干
渉（ｍｕｌｔｉｐａｔｈ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）、シャドーイング（ｓｈａｄｏｗ
ｉｎｇ）、電波減衰、時変雑音、干渉、フェーディング（ｆａｄｉｎｇ）等のような多様
な要因により不可避なエラーが発生して、情報の損失が発生する。また、無線チャネルの
可用周波数の帯域は非常に制限的である。
【０００３】
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　したがって、次世代移動通信システムは、無線環境が変動されるチャネルにおいて、高
い伝送率で信頼性を保障する伝送のために、制限された帯域幅及びパワーリソースを活用
しなければならない。適応変調及びアンテナダイバーシティは、次世代通信システムにお
いてこのような技術を可能にする最も重要な要素である。適応変調（Ａｄａｐｔｉｖｅ　
Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式は、無線チャネル環境において周波数の効用性を高めること
ができる。適応変調は、瞬時的なエラーレートを目標値の以下に維持しながら、変化する
チャネルを克服するために、星状図の大きさ及びコーディングレート（Ｃｏｄｉｎｇ　Ｒ
ａｔｅ）のような変調パラメータを調節して、変調方式を適応的に適用する方式である。
主に、変調モードは、いくつかの既に定められた基準値と、受信された信号の強度との比
較結果に基づいて選択される。即ち、送信機は、送受信チャネルの状態に対して受信機か
らフィードバックを受けて、チャネルの状態が良い場合には、高い伝送率を有する変調方
式を適用して信号を送信し、チャネルの状態がよくない場合には、低い伝送率を有する変
調方式を適用して、エラーレートを減少させることができる。
【０００４】
　一方、フェーディング現状から通信の不安定性を除去するために、ダイバーシティ方式
が使用されており、ダイバーシティ方式の一つとして、送受信機が多数のアンテナを備え
、良いチャネルを有するアンテナを利用して送受信するか、多重経路を通じて送受信する
アンテナダイバーシティ方法がある。受信アンテナが多数である場合、アンテナダイバー
シティ技法における最適のアンテナ合成方法は、よく知られている最大比率合成（Ｍａｘ
ｉｍｕｍ　Ｒａｔｉｏ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ：ＭＲＣ）である。
【０００５】
　一般的に、受信機は、使用者の端末であって、受信機に多重のアンテナを備えることは
容易ではない。また、従来には、このようなダイバーシティの組合技術は、適応変調技術
とは独立的に研究されてきただけで、共に考慮されたことはなかった。したがって、無線
チャネルの限定された資源を効率的に活用しながら、信頼性を向上させるための方案とし
て、送信端に多重のアンテナを備えるダイバーシティ技術と、適応変調方式とを組み合わ
せる必要性が大きくなっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のような問題点を解決するための本発明の目的は、適応変調方式と送信機の多重ア
ンテナダイバーシティ技術とを組み合せることにより、信頼性を保障しながら、データを
効率的に伝送することができる通信システムにおける信号の送受信方法及び装置を提供す
ることである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、多数のアンテナを含む送信機から信号を伝送することにおいて、
受信機における信号が基準信号より小さい場合、フィードバックを通してアンテナを切り
替えて信号を伝送することができる通信システムにおける信号の送受信方法及び装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、本発明の一つの側面によれば、多数の送信アンテナを
含む送信機における信号の送受信方法であって、上記多数の送信アンテナのうちのいずれ
か一つのアンテナを通じて受信機に信号を送信する段階と、上記受信機から上記送信アン
テナの切り替えを指示するアンテナスイッチング指示子を受信する段階と、上記アンテナ
スイッチング指示子により上記送信アンテナを切り替えた後、切り替えられたアンテナを
通じて信号を上記受信機に伝送する段階とを含む信号の送受信方法を提供することができ
る。
【０００９】
　好ましい実施例において、上記多数のアンテナは、互いに異なる指向性を有することを
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特徴とする。また、上記受信機は、受信された信号のＳＮＲを測定した後、上記ＳＮＲが
基準値より小さい場合、上記アンテナスイッチング指示子を上記送信機にフィードバック
することを特徴とする。
【００１０】
　また、上記方法は、上記受信機から変調モードインデックスを受信する段階を更に含み
、上記送信機は、上記変調モードインデックスに相応する変調モードで信号を送信するこ
とを特徴とする。また、上記受信機により受信された信号のＳＮＲが、変調モードの決定
のための境界値、γＴn（ここで、ｎ＝Ｎ、Ｎ－１、…、２）と比較して、上記ＳＮＲが
γＴn+1より小さく、γＴnより大きい場合、上記変調モードインデックスは、ｎに決定さ
れることを特徴とする。
【００１１】
　また、上記方法は、多重送信アンテナを通じて信号を送信することを示す多重送信アン
テナモード情報を、上記受信機に伝送する段階を更に含む。また、上記多重送信アンテナ
モード情報は、上記多数のアンテナの数の情報及び上記基準値のうちの少なくともいずれ
か一つを含むことを特徴とする。また、上記受信機が、上記送信機のアンテナの数ほど、
アンテナスイッチング指示子を連続に上記送信機にフィードバックする場合、上記受信機
は、上記送信機の多数のアンテナのうち、ＳＮＲが最も高いアンテナの情報を、上記送信
機にフィードバックし、上記送信機は、ＳＮＲが最も高いアンテナを通じて信号を伝送す
ることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の他の側面によれば、無線チャネルを通じて、多数のアンテナを含む送信機と結
合する受信機における信号の送受信方法であって、上記送信機から、上記多数のアンテナ
のうちのいずれか一つを通じて信号を受信する段階と、上記受信信号のＳＮＲを測定する
段階と、上記測定されたＳＮＲと基準値とを比較する段階と、上記比較の結果、上記測定
されたＳＮＲが上記基準値より小さい場合、送信アンテナを切り替えることを示すアンテ
ナスイッチング指示子を上記送信機に伝送する段階とを含む信号の送受信方法を提供する
ことができる。
【００１３】
　好ましい実施例において、上記方法は、上記測定されたＳＮＲに相応して、変調モード
を決定する段階と、上記決定された変調モードに応じた変調モードインデックスを上記送
信機に伝送する段階とを更に含み、上記測定されたＳＮＲが、変調モードの決定のための
境界値、γＴn（ここで、ｎ＝Ｎ、Ｎ－１、…、２）と比較して、上記ＳＮＲがγＴn+1よ
り小さく、γＴnより大きい場合、変調モードは、ｎに決定されることを特徴とする。
【００１４】
　また、上記方法は、多重送信アンテナを通じて信号を送信することを示す多重送信アン
テナモード情報を上記送信機から受信する段階を更に含むことを特徴とする。また、上記
多重送信アンテナモード情報は、上記多数の送信アンテナの数の情報及び上記基準値のう
ちの少なくともいずれか一つを含むことを特徴とする。また、上記受信機が、上記多数の
アンテナの数ほど、アンテナスイッチング指示子を連続に上記送信機に伝送し、上記送信
機のすべてのアンテナに対するＳＮＲが上記基準値より小さい場合、上記受信機は、上記
送信機のアンテナのうち、ＳＮＲが最も高いアンテナの情報を、上記送信機にフィードバ
ックすることを特徴とする。
【００１５】
　また、上記多数のアンテナの数ほど、アンテナスイッチング指示子を連続に上記送信機
に伝送し、上記多数の送信アンテナに対する全てのＳＮＲが境界値γＴ2より小さい場合
、上記受信機は、ＱＰＳＫの変調方式で信号を送信することを、送信機に要請することを
特徴とする。また、上記多数のアンテナの数ほど、アンテナスイッチング指示子を連続に
上記送信機に伝送し、上記多数の送信アンテナに対する全てのＳＮＲが、境界値γＴ2よ
り小さい場合、上記受信機は、次のガード区間（ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）の間、デー
タをバッファーに格納し、待機要請を送信機に伝送することを特徴とする。
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【００１６】
　本発明のまた他の側面によれば、多数の送信アンテナを含み、受信機からフィードバッ
クを受けた変調モードに応じて信号を変調して伝送し、上記受信機から受信されたアンテ
ナスイッチング指示子に応じて送信アンテナを切り替える送信機と、上記送信機から伝送
される信号のＳＮＲが既に定められた基準値より小さい場合、上記送信機に上記アンテナ
スイッチング指示子をフィードバックする受信機とを備える信号の送受信装置を提供する
ことができる。
【００１７】
　好ましい実施例において、上記受信機は、上記送信機から伝送される信号のＳＮＲに対
応する変調モードを決定し、上記送信機にフィードバックすることを特徴とする。また、
上記送信機は、上記受信機からフィードバックを受けた変調モードに応じて、送信信号を
変調する変調部と、上記受信機からフィードバックを受けたアンテナスイッチング指示子
に応じて、送信アンテナの切り替えを制御するスイッチング制御部とを備えることを特徴
とする。また、上記受信機は、上記受信信号に対して、上記アンテナ毎のＳＮＲを測定す
るＳＮＲ測定部と、上記測定されたＳＮＲを上記基準値と比較して、送信機の送信アンテ
ナを切り替えることを決定するスイッチング決定部と、上記測定されたＳＮＲを利用して
、上記変調モードを決定する変調モード決定部とを備えることを特徴とする。また、上記
受信機が、上記送信機のアンテナの数ほど、アンテナスイッチング指示子をフィードバッ
クし、上記送信機のすべてのアンテナに対するＳＮＲが上記基準値より小さい場合、上記
送信機のアンテナのうち、ＳＮＲが最も高いアンテナの情報を、上記送信機にフィードバ
ックすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、適応変調方式と多重送信アンテナダイバーシティ技術とを組み合せる
ことにより、信頼性を保障しながら、データを効率的に伝送することができる通信システ
ムにおける信号の送受信方法及び装置を提供することができる。
【００１９】
　本発明によれば、送信端における多重のアンテナのそれぞれが、互いに異なる方向性を
指向するアンテナであり、多数の方向性アンテナを合わせれば、まるで全方位（ｏｍｎｉ
　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ）アンテナのように見られるが、実際に使用されるアンテナは
、使用者と最適の指向性を有する方向性アンテナに切り替えられて使われることにより、
最適のアンテナ利得を取ることができる。本発明は、これからのＭＭ（ｍｉｌｌｉｍｅｔ
ｅｒ）‐ｗａｖｅに基づくＷＰＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）システムに最適に用いられることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の好ましい一つの実施例に係る信号送受信装置を概略的に示す図面である
。
【図２】本発明の好ましい一つの実施例に係る送信機の構成を概略的に示す図面である。
【図３】本発明の好ましい一つの実施例に係る受信機の構成を概略的に示す図面である。
【図４】本発明の好ましい一つの実施例に係る送信機と受信機との間で行われる信号の流
れを示すフローチャートである。
【図５】本発明の一つの実施例に係る送信機における信号の送受信の手続きを示す順序図
である。
【図６】本発明の一つの実施例に係る受信機における信号の送受信の手続きを示す順序図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、添付の図面を参照して、本発明の好ましい実施例を詳しく説明する。
【００２２】
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　図１は、本発明の好ましい一つの実施例に係る信号送受信装置を概略的に示す図面であ
り、図２及び図３は、それぞれ本発明の好ましい一つの実施例に係る送信機及び受信機の
概略的な構造を示している。
【００２３】
　図１乃至図３を参照すれば、本発明に係る信号送受信装置は、多数のアンテナ１０３－
１、１０３－２、…、及び１０３－Ｌを含む送信機１０１、並びに少なくとも一つのアン
テナ１０７及び比較部１０６を含む受信機１０５を備える。
【００２４】
　図２に示されたように、送信機１０１は、変調部２０１、スイッチング制御部２０３、
及び送受信部２０５を備える。また、受信機１０５は、図３に示されたように、送受信部
３０１、ＳＮＲ測定部３０３、スイッチング決定部３０５、及び変調モード決定部３０７
を備える。上記ＳＮＲ測定部３０３及びスイッチング決定部３０５は、図１の比較部１０
６に対応することができる。
【００２５】
　送信機１０１から受信機１０５に送信される信号は、変調部２０１を通じて変調されて
、多数のアンテナ１０３－１、１０３－２、…、及び１０３－Ｌのうちのいずれか一つを
通じて送信され、無線チャネルを通過した送信信号は、受信アンテナ１０７を通じて、受
信機１０５に入力される。ここで、上記送信機１０１の多数のアンテナ１０３－１、１０
３－２、…、及び１０３－Ｌは、指向性を有することが好ましい。送信機１０１のアンテ
ナ１０３がＬ個存在する場合、各アンテナは、２π／Ｌの指向性を有する。上記送信アン
テナ１０３－１、１０３－２、…、及び１０３－Ｌが特定の指向性を有する場合、全方位
の指向性アンテナ（ｏｍｎｉ－ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　ａｎｔｅｎｎａ）に比べて、指
向性の程度ほどの電力利得を取ることができる。即ち、上記送信機１０１の電力利得は、
Ｌほど大きくなることができる。
【００２６】
　上記送信機１０１は、一つのＲＦチェーンを有するので、送信信号を上記受信機１０５
に伝送する場合、多数のアンテナ１０３－１、１０３－２、…、及び１０３－Ｌのうちの
いずれか一つを利用する。上記送信機１０１から上記受信機１０５に最初に信号を送信す
る場合、上記送信機１０１は、上記多数のアンテナ１０３－１、１０３－２、…、及び１
０３－Ｌのうちから任意のアンテナを選択し、選択されたアンテナを通じて信号を受信機
１０５に送信することができる。上記送信機１０１は、上記受信機１０５からアンテナの
切り替えを示すアンテナスイッチング指示子を受信すれば、現在の送信アンテナを他のア
ンテナに切り替える。
【００２７】
　上記変調部２０１で行われる変調方式は、上記無線チャネル環境に応じて、適応変調（
Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）方式が適用される。この時、変調方式は、上
記無線チャネル環境に応じて、Ｍ－ａｒｙ　ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　ａｍｐｌｉｔｕｄｅ
　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ（Ｍ－ＱＡＭ）が適用される。本発明における適応変調方式は、
受信機１０５の変調モード決定部３０７で決定された変調モードに対してフィードバック
を受け、それにより適応変調を行うことができる。
【００２８】
　受信機１０５のＳＮＲ測定部３０３は、上記受信アンテナ１０７を通じて受信した信号
の信号対雑音の比（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ、以下、ＳＮＲという
）を測定する。以後、スイッチング決定部３０５は、上記測定されたＳＮＲを特定の基準
値と比較し、ＳＮＲが上記基準値より小さい場合、送信機１０１の送信アンテナ１０３を
切り替えることを決定する。送信機１０１の送信アンテナ１０３を切り替えることに決定
された場合、受信機１０５は、アンテナスイッチング指示子を上記送信機１０１にフィー
ドバックし、送信機１０１は、スイッチング制御部２０３を通じて現在の送信アンテナ１
０３を切り替える。
【００２９】
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　この時、上記アンテナスイッチング指示子は、上記スイッチング決定部３０５において
送信アンテナを切り替えることに決定された場合にのみフィードバックされることができ
、また、送信アンテナを切り替えないことに決定された場合にも、スイッチング指示子の
値を別にして、上記送信機１０１にフィードバックされることができる。上記アンテナス
イッチング指示子は、１ビットで表現することができ、例えば、「１」は、切り替えのあ
ることを指示し、「０」は、切り替えのないことを指示する。一方、上記スイッチング指
示子は、後述する変調モードインデックスと共に、又は別に、上記受信機１０５から上記
送信機１０１にフィードバックされることができる。
【００３０】
　上記受信機１０５の変調モード決定部３０７は、上記測定されたＳＮＲを利用して変調
モードを決定する。特に、ＳＮＲがＮ個の領域に区分される場合、上記ＳＮＲ測定部３０
３で測定されたＳＮＲは、上記Ｎ個の領域のうちのいずれか一つに属する。即ち、上記測
定されたＳＮＲが上記Ｎ個の領域のうちのｎ番目の領域（γＴn，γＴn+1）に属する場合
、上記受信機１０５は、ｎという変調モードインデックス（ｉｎｄｅｘ）を上記送信機１
０１にフィードバックし、上記送信機１０１は、２n－ＱＡＭで変調を行う。即ち、上記
ＳＮＲがγＴn+1より小さく、γＴnより大きい場合、上記受信機は、変調モード方式を２
n‐ＱＡＭに決定する。ここで、ｎは、２からＮまでの値を有し、２n＝Ｍを星状図（ｃｏ
ｎｓｔｅｌｌａｔｉｏｎ）の大きさという。
【００３１】
　上記Ｎ個の領域の各境界点γＴnは、ターゲットＢＥＲ（Ｂｉｔ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａｔ
ｅ）により変わる。ターゲットＢＥＲが１％、０．１％、０．０１％である場合、各変調
の水準を区分するＳＮＲの境界値は、下記の表１と同じである。
【００３２】
【表１】

【００３３】
　上記受信機１０５は、上記決定された変調モードを示すインデックスを、上記送信機１
０１にフィードバックする。この時、上記受信機１０５で受信された信号に対してＳＮＲ
を測定し、切り替えの可否及び変調モードの決定時間を考慮して、上記信号には、短いガ
ード領域（Ｓｈｏｒｔ　Ｇｕａｒｄ　Ｐｅｒｉｏｄ）が周期的に挿入されることが好まし
い。
【００３４】
　一方、上記特定の基準値は、要求される最小の伝送速度を満足し、アンテナの切り替え
の回数を最小に制限するために、最小の変調サイズに決定されることができ、また、周波
数の効率性を最大にするために、最大の変調サイズに決定されることができる。上記基準
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値の大きさは、上記送信機１０１で決定されて、上記受信機１０５に伝送されることがで
き、または上記受信機１０５で決定されることができる。
【００３５】
　図４は、本発明の好ましい一つの実施例に係る送信機と受信機との間で行われる信号の
流れを示すフローチャートである。
【００３６】
　図４を参照すれば、まず、送信機は、伝送する信号を変調した後、変調された信号を受
信機に伝送する（段階４０１）。この時、上記送信機は、多数のアンテナのうちのいずれ
か一つを通じて上記信号を伝送する。上記送信機と上記受信機とが最初の通信を行う場合
、上記送信機は、多重のアンテナを利用して信号を送信するという情報、即ち、多重送信
アンテナモードを指示する情報を、上記受信機に伝送することができる。この時、上記多
重送信アンテナモード指示情報は、受信機において送信アンテナを切り替えるかを決定す
るための基準値の情報及び送信アンテナの数の情報を含むことができる。
【００３７】
　以後、上記受信機は、受信された信号のＳＮＲを測定し、上記ＳＮＲと上記基準値とを
比較することにより、送信アンテナを切り替えるかを決定する（段階４０３）。即ち、上
記受信機は、測定されたＳＮＲが上記基準値より大きいかまたは等しい場合、送信アンテ
ナを切り替えないことに決定し、測定されたＳＮＲが上記基準値より小さい場合、送信ア
ンテナを切り替えることに決定する。上記基準値は、前述したように、上記送信機で決定
されて、上記受信機に伝送されることができ、または上記受信機で予め決定された値であ
るか、適応的に変動されることができる。
【００３８】
　上記受信機は、段階４０３において決定されたアンテナの切り替えの可否に応じて、ア
ンテナスイッチング指示子を上記送信機に伝送する（段階４０５）。上記アンテナスイッ
チング指示子は、送信アンテナが切り替えられるように決定された場合にのみ伝送される
ことができる。アンテナスイッチング指示子を受信した送信機は、上記アンテナスイッチ
ング指示子が送信アンテナを切り替えることを示す場合、現在の送信アンテナを他のアン
テナに切り替える（段階４０７）。以後、上記送信機は、切り替えられた送信アンテナを
通じて、信号を上記受信機に伝送する（段階４０９）。
【００３９】
　一方、上記受信機は、段階４０３において測定したＳＮＲに対応する変調モードインデ
ックスを上記送信機に伝送することができる。この時、上記受信機は、上記変調モードイ
ンデックスを、上記スイッチング指示子と同一のチャネルを利用して伝送するか、他のチ
ャネルを利用して伝送する。以後、段階４０９において、上記送信機は、上記変調モード
インデックスに係る変調方式に応じて、信号を受信機に伝送する。
【００４０】
　上記受信機が、送信アンテナの数ほど、連続に切り替えることに決定し、上記送信アン
テナのすべての経路のＳＮＲがγＴ2より低い場合、受信機は、変調モードインデックス
を伝送する過程において、次の２種類のオプション（ｏｐｔｉｏｎ）で動作することがで
きる。受信機は、ターゲットＢＥＲを満足しなくても、最も低い変調モード、即ち、ＱＰ
ＳＫの変調方式で信号を送信することを送信機に要請することができる（オプション１）
。又は、受信機は、より良いチャネル環境のために、次のガード区間（ｇｕａｒｄ　ｐｅ
ｒｉｏｄ）まで、データをバッファーに格納し、待機要請を送信機にすることができる（
オプション２）。
【００４１】
　上記基準値をいかなる値に運用するかに伴い、ミニマム・エスティメイショ・ンスキー
ム（Ｍｉｎｉｍｕｍ　Ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ　Ｓｃｈｅｍｅｓ）と、バンドウィドゥス・
エフィシェント・スキーム（Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　Ｓｃｈｅｍｅｓ
）とに運用されることができる。
【００４２】
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　まず、ミニマム・エスティメイショ・ンスキームについて説明すれば、次の通りである
。
【００４３】
　ミニマム・エスティメイショ・ンスキームの目的は、送信機におけるアンテナの切り替
えの回数を最小化することである。この時、受信機は、アンテナの切り替えのための基準
値を、最も低い基準値、即ち、γＴ2に設定する。受信機は、現在の送信アンテナにおけ
るＳＮＲが上記基準値γＴ2より大きければ、現在のアンテナの経路のＳＮＲ値を、変調
モードの決定のための臨界値（γＴ3，γＴ4，…，γＴn）と比較する。上記ＳＮＲがγ
Ｔn+1より小さく、γＴnより大きい場合、上記受信機は、変調モードをｎに決定する。こ
の時、変調方式は、２n‐ＱＡＭとなる。上記受信機は、決定された変調モードを送信機
にフィードバックし、上記送信機は、続くデータバーストに対して、上記フィードバック
を受けた変調方式で変調を行う。
【００４４】
　一方、現在のアンテナのＳＮＲがγＴ2より小さく、アンテナの切り替えを上記送信機
に指示し、すべての送信アンテナに対してアンテナの切り替えを指示する場合、即ち、す
べての送信アンテナに対してＳＮＲが上記γＴ2より小さければ、受信機は、次の２種類
のオプション（ｏｐｔｉｏｎ）で動作することができる。受信機は、ターゲットＢＥＲを
満足しなくても、最も低い変調モード、即ち、ＱＰＳＫの変調方式で信号を送信すること
を送信機に要請することができる（オプション１）。又は、受信機は、より良いチャネル
環境のために、次のガード区間（ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）まで、データをバッファー
に格納し、待機要請を送信機にすることができる（オプション２）。オプション１におい
て、受信機は、一番最近のアンテナの経路を利用して信号を受信するか、又は最も良いア
ンテナの経路を上記送信機にフィードバックすることにより、最も良い送信アンテナを通
じて信号を受信することができる。
【００４５】
　次に、バンドウィドゥス・エフィシェント・スキームについて説明すれば、次の通りで
ある。
【００４６】
　バンドウィドゥス・エフィシェント・スキームの目的は、周波数の効率性を最大にする
ことである。この時、周波数の効率を上げるために、最も高い変調モードが必要である。
即ち、受信機は、基準値を最も高い値、即ちγＴNに設定する。受信機は、現在のアンテ
ナの経路のＳＮＲが上記基準値γＴNより大きい場合、アンテナの切り替えを停止し、送
信機につながるデータバーストを２N‐ＱＡＭに変調して送信することを要請する。万一
、現在のアンテナの経路のＳＮＲが上記基準値γＴNより小さくなると、ＳＮＲが上記基
準値γＴNより大きいアンテナの経路を探し出して切り替えることを上記送信機にフィー
ドバックする。すべてのアンテナに対するＳＮＲが上記基準値γＴNより小さければ、受
信機は、最後のアンテナの経路に対するＳＮＲに応じて変調モードを決定して、上記送信
機にフィードバックするか、又はすべてのアンテナの経路のＳＮＲを比較して、最も大き
い値を有するＳＮＲを決定し、決定されたＳＮＲに対応する送信アンテナ情報及びこれに
対する変調モードを決定し、上記送信機にフィードバックすることができる。
【００４７】
　一方、最悪の場合、すべてのアンテナの経路のＳＮＲがγＴ2より小さい場合、ミニマ
ム・エスティメイショ・ンスキームと同様に、２種類のオプションにより運用されること
ができる。受信機は、ターゲットＢＥＲを満足しなくても、最も低い変調モード、即ち、
ＱＰＳＫの変調方式で信号を送信することを送信機に要請することができる（オプション
１）。又は、受信機は、より良いチャネル環境のために、次のガード区間（ｇｕａｒｄ　
ｐｅｒｉｏｄ）まで、データをバッファーに格納し、待機要請を送信機にすることができ
る（オプション２）。
【００４８】
　図５は、本発明の一つの実施例に係る送信機における信号の送受信の手続きを示す順序
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図である。
【００４９】
　図５を参照すれば、まず、送信機は、受信機に伝送する信号を変調し、上記受信機に伝
送する（段階５０１）。この時、上記送信機は、多重送信アンテナを使用することを示す
多重送信アンテナモード情報を、上記受信機に伝送することができる。この時、上記多重
送信アンテナモード情報は、送信アンテナの数、切り替えを決定するための基準値の情報
などを含むことができる。以後、送信機は、受信機からアンテナスイッチング指示子及び
変調モードインデックスを受信する（段階５０３）。この時、上記アンテナスイッチング
指示子及び変調モードインデックスは、同じチャネル又は他のチャネルを通じて受信され
ることができる。
【００５０】
　上記送信機は、上記アンテナスイッチング指示子が送信アンテナの切り替えを指示する
かを判断する（段階５０５）。上記判断の結果、アンテナの切り替えを指示する場合、上
記受信機は、段階５０７に移動して、現在の送信アンテナを他のアンテナに切り替える。
上記判断の結果、アンテナの切り替えを指示しない場合、上記送信機は、段階５０９に進
行する。段階５０９において、上記送信機は、上記受信された変調モードインデックスに
対応する変調モードに応じて信号を変調した後、受信機に伝送する。
【００５１】
　図６は、本発明の一つの実施例に係る受信機における信号の送受信の手続きを示す順序
図である。
【００５２】
　図６を参照すれば、受信機は、送信機から伝送された信号を受信する（段階６０１）。
上記受信機は、上記受信した信号のＳＮＲを測定する（段階６０３）。
【００５３】
　以後、上記受信機は、測定されたＳＮＲを特定の基準値と比較する（段階６０５）。こ
の時、上記基準値は、前述したように、上記送信機を通じて伝送されるか、自体的に決定
された値であるか、又は上記送信機との通信の種類に応じて適応的に変更されることがで
きる。
【００５４】
　段階６０５における比較の結果、ＳＮＲが基準値より大きいか、又は等しい場合、受信
機は、段階６０７を行い、ＳＮＲが基準値より小さい場合、段階６０９を行う。
【００５５】
　段階６０７において、上記受信機は、上記ＳＮＲを、変調モードの決定のための臨界値
（γＴ3，γＴ4，・・・，γＴn）と比較して、上記ＳＮＲがγＴn+1より小さく、γＴn

より大きい場合、上記受信機は、変調モードをｎに決定し、これを送信機にフィードバッ
クする。
【００５６】
　段階６０９において、上記受信機は、アンテナを切り替えることを指示するアンテナス
イッチング指示子及び変調モードインデックスを、上記送信機にフィードバックする。こ
の時、上記変調モードインデックスの決定方法は、段階６０７と同一である。
【００５７】
　本発明は、上記実施例に限定されるものではなく、多くの変形が、本発明の思想内にお
いて当分野の通常の知識を有する者により可能であることはもちろんである。
【符号の説明】
【００５８】
１０１：送信機
１０５：受信機
２０１：変調部
２０３：スイッチング制御部
３０１：送受信部
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３０５：スイッチング決定部
３０７：変調モード決定部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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